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現
在
、日
本
の
精
神
科
病
床
数
が
約
三
〇
万
床
で
あ
る
の
に
対
し
、

英
国
は
約
二
万
床
で
あ
り
、
そ
の
歴
然
た
る
差
は
、
英
国
に
お
い
て

精
神
医
療
の
脱
施
設
化
が
進
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
の
が
通

説
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
の
英
国
、
と
く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お

け
る
脱
施
設
化
さ
れ
た
精
神
医
療
へ
と
向
か
う
歴
史
的
過
程
を
、
そ

れ
を
主
導
し
た
精
神
科
医
の
役
割
に
着
目
し
て
描
き
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
道
性
や
医
学
の
進
歩
と
い
っ
た
通
説
に
対
し
、
大
胆
か

つ
精
緻
に
修
正
を
試
み
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
専
門
職
研
究
と
い
え
ば
、
二
〇
世
紀
以
降
の
社
会
学
分
野
に
お

い
て
充
実
し
た
研
究
系
譜
が
あ
る
が
、
本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
社
会

学
者
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ア
ボ
ッ
ト
の
専
門
職
シ
ス
テ
ム
論
（『The 

system
 of professions

』）（
一
九
八
八
年
）
を
分
析
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
本
書
の
よ
う
な
医
学
史
研
究
が
社

会
学
理
論
を
主
要
な
分
析
枠
組
み
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
稀
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
本
書
の
独
自
性
を
裏
付
け
る
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
ア
ボ
ッ
ト
の
専
門
職
論
が
専
門
職
研
究
の
系
譜
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
い
か
な
る
評
価
を
得
て
い
る
の
か
は
社
会

学
的
に
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
本
書
が
拠
っ

て
立
つ
理
論
の
要
点
を
、
著
者
（
高
林
）
の
解
釈
に
よ
っ
て
概
観
し

た
い
。

　
本
書
が
採
用
す
る
の
は
ア
ボ
ッ
ト
の
「
知
識
の
抽
象
化

Abstraction

」
と
「
支
配
的
業
域Jurisdiction

」
の
各
概
念
で

あ
る
。
専
門
職
の
発
展
の
鍵
と
な
る
「
知
識
の
抽
象
化
」
と
は
、
哲

学
で
い
う
還
元
主
義
的
な
指
示
対
象
の
絞
り
込
み
を
指
し
、
こ
う
し

た
方
法
に
よ
り
、
専
門
職
は
あ
る
問
題
領
域
を
自
集
団
の
も
と
に
引

き
寄
せ
よ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
の
逸
脱
行
動
と
い
う
多

様
な
問
題
を
、
多
動
性
障
害
と
い
う
医
学
的
な
診
断
に
置
き
換
え
る

こ
と
で
あ
る
。
専
門
職
が
「
知
識
の
抽
象
化
」
に
成
功
し
、
社
会
か

ら
正
統
性
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
専
門
職
の
確
立
に
お
け
る

重
要
な
要
件
だ
と
ア
ボ
ッ
ト
は
論
じ
た
。
だ
が
、
知
識
の
抽
象
化
を

誘
発
す
る
前
段
階
と
し
て
、「
支
配
的
業
域
」
を
め
ぐ
る
複
数
の
専

門
職
間
の
競
争
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
既
存
の
専
門
職
が
有
す
る
権

益
の
混
乱
が
起
こ
る
こ
と
で
、
当
該
専
門
職
の
職
階
構
造
と
実
践
場

書
　
評

高
林
陽
展 
著

『
精
神
医
療
、
脱
施
設
化
の
起
源
―
英
国
の
精
神

科
医
と
専
門
職
と
し
て
の
発
展1890-1930

』

（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
）

宝
月
　
理
恵
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所
（
職
場
）
の
あ
り
か
た
に
変
容
が
迫
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化

に
対
し
て
専
門
職
集
団
は
、
一
般
向
け
に
知
識
の
抽
象
化
を
行
い
、

自
己
権
益
の
保
護
や
新
規
獲
得
に
関
す
る
政
治
的
主
張
を
繰
り
出

し
、
法
制
度
や
資
格
制
度
の
形
成
を
通
じ
て
、
自
己
権
益
に
つ
い
て

外
部
か
ら
再
定
義
を
得
よ
う
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
ア
ボ
ッ
ト
の

議
論
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
二
〇
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
精
神
医
療

の
歴
史
を
明
瞭
に
描
く
こ
と
が
出
来
る
と
著
者
は
主
張
す
る
。

　
ま
ず
一
九
世
紀
末
ま
で
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
精
神
医
療
の
歴
史
か

ら
物
語
は
紐
解
か
れ
る
。
中
世
以
降
一
九
世
紀
前
半
ま
で
、
精
神
病

者
の
看
護
は
家
庭
内
か
キ
リ
ス
ト
教
の
慈
善
活
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
が
、十
八
世
紀
後
半
以
降
の
都
市
化
の
進
行
と
と
も
に
、

専
門
医
が
経
営
す
る
私
立
精
神
病
院
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
一
翼
と
し

て
登
場
す
る
。
当
時
、
精
神
科
医
の
職
階
の
頂
点
に
あ
っ
た
の
は
私

立
精
神
病
院
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
初
頭
に
は
、

不
法
監
禁
や
ず
さ
ん
な
看
護
体
制
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
化
し
、
精
神
病

院
は
国
家
の
規
制
を
受
け
始
め
、
代
替
と
し
て
公
立
精
神
病
院
が
設

立
さ
れ
て
い
く
。
と
く
に
一
八
四
五
年
狂
人
法
の
成
立
後
は
、
公
立

精
神
病
院
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
り
、
入
院
患
者
は
著
し
く
増
加

し
た
。
精
神
病
院
が
大
規
模
化
し
た
中
で
、
精
神
科
医
は
治
療
者
と

し
て
ほ
ぼ
無
力
で
あ
り
、
精
神
疾
患
の
治
癒
可
能
性
に
疑
念
が
寄
せ

ら
れ
、
精
神
医
療
に
対
す
る
医
学
的
、
社
会
的
論
調
は
楽
観
論
か
ら

悲
観
論
（
遺
伝
性
の
不
治
の
病
と
い
う
認
識
）
へ
と
転
換
し
て
い
く
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
精
神
医
学
は
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、不
法
監
禁
の
防
止
を
目
的
と
し
て「
一
八
九
〇

年
狂
気
法
」（
以
下
、「
一
八
九
〇
年
法
」）
が
成
立
す
る
。
同
法
に

よ
り
、
精
神
病
院
へ
の
私
費
入
院
手
続
き
に
お
い
て
、
従
来
の
入
院

申
請
書
と
医
師
の
診
断
書
に
加
え
て
治
安
判
事
の
命
令

0

0

0

0

0

0

0

が
必
要
に
な

り
、
司
法
当
局
の
管
理
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
私
立
精
神
病

院
の
新
規
設
立
も
禁
止
さ
れ
た
。
私
立
精
神
病
院
に
お
い
て
高
収
益

を
上
げ
て
い
た
精
神
科
医
に
と
っ
て
、
私
立
精
神
病
院
の
退
潮
を
招

く
一
八
九
〇
年
法
は
、
有
力
な
職
域
と
社
会
的
上
昇
の
機
会
を
奪
う

も
の
で
あ
り
、「
専
門
職
の
支
配
的
業
域
の
混
乱
」
を
惹
起
し
た
。

　
一
八
九
〇
年
法
成
立
後
、
精
神
科
医
た
ち
は
精
神
障
害
の
早
期
治

療
を
提
唱
す
る
言
説
を
基
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
同
法
を
批

判
す
る
こ
と
で
法
改
正
を
試
み
た
が
幾
度
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
過
程
に
著
者
は
、
精
神
科
医
た
ち
が
専
門
的
知
識
を
抽

0

0

0

0

0

0

0

象
化
す
る
局
面

0

0

0

0

0

0

を
見
出
す
。
彼
ら
は
、
法
的
証
明
書
が
患
者
に
不
当

な
「
ス
テ
ィ
グ
マ
」
を
も
た
ら
す
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
救

貧
法
を
批
判
す
る
政
治
的
言
説
（
ス
テ
ィ
グ
マ
）
を
戦
略
的
に
取
り

込
み
、
精
神
医
療
と
い
う
専
門
分
野
を
政
治
向
け
に
抽
象
化
す
る
こ

と
で
、非
専
門
化
し
て
い
っ
た
。
同
様
に
、公
衆
衛
生
に
お
け
る
「
国

家
効
率
」
概
念
を
も
取
り
込
み
、
早
期
治
療
言
説
の
政
治
的
訴
求
力

を
高
め
て
い
っ
た
。
だ
が
結
局
、
一
八
九
〇
年
法
改
正
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
を
経
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
。
戦
線
へ
参
加
し
た
兵
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士
た
ち
の
な
か
で
戦
争
神
経
症
が
多
発
し
た
こ
と
は
、
精
神
疾
患
を

よ
り
身
近
で
可
視
的
な
も
の
と
し
た
。
い
わ
ば
英
雄
で
あ
る
傷
病
兵

に
狂
気
の
烙
印
を
押
す
こ
と
に
は
国
民
の
大
き
な
抵
抗
も
生
じ
た
。

そ
れ
ゆ
え
議
会
内
外
で
既
存
の
法
制
度
の
あ
り
か
た
が
議
論
さ
れ
、

結
果
と
し
て
一
九
三
〇
年
精
神
治
療
法
が
成
立
し
、
早
期
／
軽
度
の

患
者
が
精
神
病
院
・
精
神
科
医
の
診
療
対
象
と
し
て
明
確
に
設
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
部
と
し
て
描
か
れ
た
以
上
の
議
論
に
よ

り
、
一
八
九
〇
年
法
に
よ
っ
て
精
神
科
医
の
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る

状
況
が
危
機
に
陥
り
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
精
神
科
医
た
ち
が
早

期
治
療
言
説
を
主
軸
と
し
て
、
い
か
に
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る
主
張

を
構
築
し
、
最
終
的
な
裁
定
（
法
改
正
）
へ
と
導
い
た
か
、
ア
ボ
ッ

ト
の
モ
デ
ル
に
照
ら
し
た
マ
ク
ロ
な
歴
史
的
展
開
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

　
続
い
て
第
二
部
で
は
、
早
期
治
療
言
説
の
背
後
に
お
い
て
、
精
神

科
医
た
ち
が
、
一
八
九
〇
年
法
が
生
じ
さ
せ
た
専
門
職
の
危
機
を
解

決
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
編
成
、
診
療
形
態
、
施
設
運
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
次
元
で
戦
略
的
な
交
渉
と
競
争
を

展
開
し
て
い
た
様
相
が
論
じ
ら
れ
る
。
専
門
職
の
危
機
と
は
、
㈠

一
八
九
〇
年
法
に
よ
っ
て
司
法
行
政
の
監
督
体
制
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
で
、
精
神
病
院
の
入
院
が
社
会
的
な
忌
避
の
対
象
と
な
っ
た
こ

と
、
㈡
私
立
精
神
病
院
の
新
規
設
立
禁
止
に
よ
り
、
社
会
経
済
的
な

上
昇
手
段
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
封
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
に

対
抗
す
る
べ
く
展
開
さ
れ
た
早
期
治
療
言
説
で
あ
る
が
、
一
八
九
〇

年
法
改
正
案
が
こ
と
ご
と
く
廃
案
に
な
る
な
か
で
、
精
神
科
医
は

専
門
職
の
職
階
構
造
を
再
編
す
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
顧
問
医

業
（
顧
問
医
と
は
、
富
裕
層
を
顧
客
と
す
る
エ
リ
ー
ト
開
業
医
を
指

す
）
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
社
会
経
済
的
上
昇
、
キ
ャ
リ
ア
パ
タ
ー

ン
の
創
出
を
企
図
し
て
い
た
。
顧
問
医
業
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
に
、
精
神
科
医
た
ち
は
篤
志
一
般
病
院
へ
働
き
か
け
職
責
を
得
て

い
く
が
、
軽
症
患
者
を
除
く
精
神
医
療
の
場
を
精
神
病
院
に
限
定
し

た
一
八
九
〇
年
法
を
逸
脱
す
る
診
療
形
態
で
あ
っ
た
た
め
に
、
篤
志

一
般
病
院
に
お
け
る
精
神
科
外
来
の
設
置
を
早
期
治
療
の
名
の
下
に

要
求
し
て
い
く
。
顧
問
医
た
ち
は
、
神
経
科
病
院
や
私
立
精
神
病
院

に
対
し
て
も
、患
者
斡
旋
の
見
返
り
に
自
身
の
私
診
療
を
容
認
さ
せ
、

利
益
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
す
れ

ば
、
早
期
治
療
言
説
の
本
当
の
目
的
は
精
神
医
療
の
再
商
業
化
を
目

指
す
こ
と
に
あ
り
、
早
期
治
療
言
説
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
政
治
経
済

的
な
議
論
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
精
神
科
医
の
個
別
利
害
を
背

景
と
し
た
後
付
け
、
正
当
化
の
論
理
と
し
て
構
築
さ
れ
た
の
だ
と
著

者
は
断
ず
る
。

　
次
に
検
討
さ
れ
る
の
は
、
精
神
病
院
施
設
で
実
施
さ
れ
た

一
八
九
〇
年
法
へ
の
対
処
法
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
篤
志
精

神
病
院
（
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
・
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
精
神
病
院
）
で
起
き
た

一
八
九
四
年
か
ら
九
五
年
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
事
例
と
し
て
、
慈



－  274  －－  275  －

高
林
陽
展 

著
『
精
神
医
療
、
脱
施
設
化
の
起
源
ー
英
国
の
精
神
科
医
と
専
門
職
と
し
て
の
発
展1890-1930

』（
宝
月
）

善
で
の
病
人
救
済
を
目
的
と
す
る
施
設
が
営
利
性
を
追
求
し
、

一
八
九
〇
年
法
の
影
響
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
様
相
が
描
か
れ
る
。

一
八
世
紀
以
降
、
慈
善
医
療
の
役
割
を
担
っ
た
篤
志
一
般
病
院
は
、

一
九
世
紀
末
以
降
の
国
家
医
療
の
進
展
に
よ
り
、
そ
の
意
義
が
減
じ

ら
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
多
く
の
篤
志
病
院
が
患
者
か
ら
診
療
費
を

徴
収
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
慈
善
医
療
の
商
業
化
）。
同
様
に
、
篤

志
精
神
病
院
は
、
私
立
精
神
病
院
に
入
院
費
を
払
う
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
の
、
救
貧
法
の
下
で
精
神
病
院
の
入
院
患
者
に
な
る
の
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
中
産
階
級
の
人
た
ち
を
救
済
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
末
に
は
資
金
難
に
悩
み
、
私
費
医
療
サ
ー
ビ

ス
へ
と
転
換
し
、
運
転
資
金
を
患
者
か
ら
の
収
入
に
依
存
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
法
は
、
中
産
階
級
の
精
神
病
院
忌
避

を
招
き
、
篤
志
精
神
病
院
を
顧
客
獲
得
の
た
め
の
医
業
間
競
争
に
巻

き
込
ん
だ
。
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
・
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
精
神
病
院
は
、
慈
善
対

象
の
患
者
を
減
ら
す
、
治
安
判
事
の
関
与
を
必
要
と
し
な
い
任
意
入

院
を
濫
用
す
る
、
任
意
患
者
を
強
制
性
の
あ
る
狂
人
待
遇
に
変
更
す

る
、
看
護
要
員
を
減
ら
し
身
体
拘
束
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
財
政
上

の
困
難
に
対
峙
し
て
い
た
が
、
入
院
患
者
の
死
亡
事
故
を
き
っ
か
け

に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
杜
撰
な
看
護
体
制
や
商
業
主
義
が

暴
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
利
益
追
求
型
の
経
営
戦
略
は
他
の
篤
志
精

神
病
院
で
も
採
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、
著
者
は
早
期
治
療
言
説
の

背
後
に
、当
時
の
精
神
医
療
施
設
の
運
営
実
態
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
精
神
医
療
市
場
に
お
い
て
他
の
医
業
者
た
ち
と
精
神
科

医
が
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
っ
て
日
常
的
に
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た

様
相
が
論
じ
ら
れ
る
。二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

患
者
の
症
状
を
性
的
な
問
題
に
還
元
す
る
精
神
病
理
学
に
基
づ
く
精

神
分
析
は
医
業
界
に
お
い
て
周
縁
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
精
神
科
医

と
精
神
分
析
医
た
ち
は
同
じ
縄
張
り
を
め
ぐ
っ
て
競
争
し
て
い
た
。

ま
た
、
戦
争
神
経
症
を
治
療
の
目
的
と
し
た
戦
時
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
よ

る
医
療
施
設
も
同
様
の
競
争
状
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
こ
こ
で
は

精
神
科
医
の
支
配
的
業
域
を
侵
す
こ
と
で
、
利
害
対
立
に
発
展
し
た

篤
志
家
ミ
ル
ナ
ー
の
医
療
施
設
の
事
例
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、一
八
九
〇
年
法
の
も
と
で
精
神
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
し
、

大
き
な
影
響
を
与
え
た
施
設
と
し
て
私
立
保
養
所
が
あ
る
。
精
神
科

医
た
ち
は
非
医
師
が
経
営
す
る
私
立
保
養
所
を
規
制
強
化
の
対
象
と

す
る
議
論
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
精
神
科

医
た
ち
は
医
療
従
事
者
や
篤
志
家
、
非
正
規
の
医
業
者
た
ち
と
の
競

争
や
交
渉
を
通
じ
て
、
精
神
疾
患
と
い
う
問
題
領
域
に
関
し
て
自
ら

の
優
位
性
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
競

争
は
勝
て
る
戦
い
で
あ
っ
た
と
著
者
は
述
べ
る
。
む
し
ろ
強
力
な
競

争
相
手
は
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
、
精
神
科
医
は
聖
職
者
と
宗
教
的
な
癒
し
（
非
正
規
医
療
）

に
ど
う
向
き
合
っ
た
の
か
。

　
こ
の
問
い
を
受
け
て
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
精
神
科
医
、
心
理
学
者
、
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
聖
職
者
た
ち
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー

リ
ン
グ
、
精
神
を
癒
す
者
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
た
競
争
と

交
渉
の
過
程
と
帰
結
で
あ
る
。
一
八
五
〇
年
以
降
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
定
着
し
て
い
く
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
後
、
戦
死
者
の
魂
と
の
交
信
と
い
う
要
望
か
ら
よ
り
大
き

な
社
会
的
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
中
で
も
、ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ヒ
ク
ソ
ン
に
よ
る
聖
油
の
塗
布
と
手
か
ざ
し
を
用
い
た
ヒ
ー
リ
ン

グ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
家
メ
ア
リ
・
エ
デ
ィ
に
よ
っ

て
創
始
さ
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
が
二
大
系
譜
と
い
え

る
。
神
秘
主
義
的
新
興
宗
教
の
乱
立
と
日
曜
礼
拝
参
加
者
の
減
少

（
信
仰
の
危
機
）
と
い
う
事
態
に
直
面
し
て
い
た
国
教
会
で
は
、
高

位
の
聖
職
者
た
ち
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
信
仰
の
危

機
を
深
刻
化
さ
せ
る
も
の
と
受
け
止
め
た
一
方
、
下
位
の
聖
職
者
た

ち
は
神
秘
主
義
の
再
興
、
社
会
の
世
俗
化
に
対
す
る
対
抗
力
（
信
者

の
獲
得
・
維
持
に
有
効
）
と
し
て
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い
た
。
ま

た
、
細
菌
学
や
外
科
技
術
の
進
展
な
ど
当
時
の
医
学
の
影
響
力
拡
大

か
ら
、
国
教
会
は
、
神
秘
主
義
だ
け
で
は
な
く
科
学
と
の
関
係
を
再

構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
彼
ら
は
、心
理
学
者
ハ
ド
フ
ィ
ー

ル
ド
に
よ
る
「
暗
示
」
と
い
う
心
理
療
法
に
着
目
し
（
暗
示
と
は
、

催
眠
状
態
に
あ
る
患
者
に
対
し
、
そ
の
副
次
的
意
識
や
無
意
識
へ
働

き
か
け
る
技
法
を
指
す
）、
国
教
会
に
よ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー

リ
ン
グ
を
暗
示
の
心
理
学
と
い
う
科
学
的
知
見
に
よ
っ
て
正
当
化
し

よ
う
と
し
た
。

　
一
方
、
精
神
科
医
は
、
国
教
会
版
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン

グ
に
対
し
、
一
定
の
賛
意
を
寄
せ
た
う
え
で
、「
暗
示
」
の
心
理
学

の
日
常
性
を
強
調
し
、
自
ら
の
専
門
性
の
内
に
位
置
付
け
た
。
身
体

に
対
す
る
精
神
の
優
越
と
い
う
考
え
方
は
精
神
科
医
た
ち
が
か
ね
て

か
ら
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
国
教
会
と
結
び
つ
く
こ
と

で
社
会
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら

に
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
精
神
疾
患
に
関
す
る
有
効
な
病
理
学

理
論
を
確
立
で
き
ず
に
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
精
神
医
学
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
に
お
け
る
戦
争
神
経
症
の
多
発
と
い
う
事
態
に
対
し
、
心

理
療
法
が
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
精
神
分
析
や

心
理
学
の
手
法
を
援
用
し
て
い
く
道
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
国
教
会

側
の
聖
油
の
塗
布
と
手
か
ざ
し
と
い
う
ヒ
ー
リ
ン
グ
手
法
は
許
容
せ

ず
、
聖
職
者
の
暗
示
は
、
医
師
が
患
者
の
身
体
を
医
学
的
に
検
査
し
、

不
治
と
診
断
し
た
終
末
期
の
み
が
対
象
と
な
っ
た
。
精
神
科
医
自
ら

の
支
配
的
業
域
に
触
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
聖
職
者
の
存
在
を
許

容
し
、
利
用
す
る
、
そ
の
よ
う
な
精
神
科
医
の
狡
猾
な
処
世
術
が
見

て
取
れ
た
の
で
あ
る
。
国
教
会
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン

グ
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
聖
職
者
、
心
理
学
者
、
医
師
ら
の
協
同

体
制
を
築
こ
う
と
し
た
が
、
結
果
的
に
国
教
会
が
体
系
的
に
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
実
践
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
問
題
と
い
う
競
争
の
場
に
お
い
て
、
明
確
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な
勝
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
著
者
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
以
上
の
議
論
か
ら
本
書
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
け
る
精
神
医
療
の
脱
施
設
化
に
つ
い
て
、
精
神
科
医
と
い
う
専
門

職
集
団
が
そ
の
支
配
的
業
域
を
開
拓
な
い
し
維
持
す
る
た
め
に
推
し

進
め
た
も
の
だ
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
も
付
け

加
え
る
。「
専
門
職
社
会
」
に
お
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
社
会
学

者
が
指
摘
し
た
よ
う
な
自
律
性
を
、
精
神
科
医
は
容
易
に
は
確
立
で

き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る
競
争
と
交
渉
、
政
治

言
語
の
洗
練
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
専
門
職
と
し
て
の
領
分
を
形
作
っ

た
が
、
そ
れ
は
精
神
科
医
た
ち
と
彼
ら
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
的
な

諸
条
件
と
政
治
言
語
空
間
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ

た
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
。

　
多
岐
に
わ
た
る
文
献
資
料
を
渉
猟
し
た
う
え
で
精
緻
な
読
解
に
基

づ
い
た
本
書
の
主
張
に
は
説
得
性
が
あ
り
、
き
わ
め
て
完
成
度
の
高

い
研
究
書
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
社
会
学
モ
デ
ル
を

分
析
枠
組
み
と
し
て
活
用
す
る
場
合
に
あ
り
が
ち
な
、
モ
デ
ル
あ
り

き
の
既
定
の
分
析
に
陥
る
こ
と
も
な
く
、
精
神
科
医
に
よ
る
支
配
的

業
域
を
め
ぐ
る
競
争
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
鮮
や
か
に
描
き
切
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
に
お
け
る
精
神
医
療
の
脱
施
設
化
を
専

門
職
の
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る
競
争
と
交
渉
に
帰
す
結
論
に
対
し
、

二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
精
神
医
療
を
と
り
ま
く
諸
条
件
や
政
治
言
語

空
間
を
精
査
し
な
い
限
り
、
最
終
的
な
答
え
を
導
き
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
は
残
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な

読
者
の
疑
問
を
あ
ら
か
じ
め
予
測
し
た
の
だ
ろ
う
、
終
章
で
は
二
〇

世
紀
後
半
以
降
の
精
神
医
療
の
動
向
が
手
短
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
著
者
は
、
表
題
に
も
あ
る
通
り
、
脱
施
設
化
の
起
源
0

0

を
問

い
直
す
と
宣
言
し
て
お
り
、
専
門
職
に
よ
る
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る

競
争
に
よ
っ
て
英
国
の
脱
施
設
化
へ
の
歴
史
的
端
緒
が
開
か
れ
た
こ

と
を
本
書
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
専
門
職
の
社
会
学
の
観
点
か
ら
ア
ボ
ッ
ト
の
専
門
職
論
に

つ
い
て
補
足
を
試
み
た
い
。
ア
ボ
ッ
ト
が
提
唱
す
る
専
門
職
シ
ス
テ

ム
論
は
、
専
門
職
の
発
展
を
分
析
す
る
に
は
、
専
門
職
の
支
配
的
業

域
が
他
の
専
門
職
と
の
競
合
環
境
に
お
い
て
い
か
に
形
成
さ
れ
て
き

た
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
だ
っ
た
。
専
門
職

は
相
互
依
存
的
な
専
門
職
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
お
り
、
当
シ
ス
テ

ム
内
に
お
い
て
専
門
職
は
各
支
配
的
業
域
の
下
で
諸
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る
境
界
線
は
常
に
変
動
的
で
あ
る

た
め
、
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る
専
門
職
間
の
対
立
や
論
争
が
専
門
職

の
歴
史
を
決
定
づ
け
る
。
専
門
職
シ
ス
テ
ム
論
は
、
専
門
職
間
の
関

係
論
的
視
点
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
専
門
職
が
全
体
と
し
て
連
動

す
る
さ
ま
を
と
ら
え
る
専
門
職
の
一
般
理
論
を
目
指
す
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
議
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
学
的
専
門
職
研
究
の
延
長
線

上
に
あ
る
。
教
育
資
格
や
専
門
的
知
識
、
倫
理
規
定
な
ど
専
門
職
の

属
性
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
的
に
抽
出
し
た
初
期
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の
特
性
ア
プ
ロ
ー
チ
や
機
能
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
経
て
、
一
九
六
〇

―
七
〇
年
代
以
降
は
、
権
力
概
念
の
観
点
か
ら
専
門
職
に
批
判
的
視

点
を
向
け
た
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
台
頭
し
、
専
門
職
集
団
の
社
会

-

政
治
的
動
員
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
主
題
化
し
た
研
究
が
主
流
と
な
っ

た
。
専
門
職
は
市
場
に
お
け
る
法
的
独
占
権
を
保
証
さ
れ
た
仕
事
の

領
域
（
こ
れ
を
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ル
タ
ー
」
と
名
付
け
る
論
者

も
い
る
）
を
求
め
占
有
す
る
が
（
こ
こ
で
議
会
や
国
家
や
世
論
の
支

持
・
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
）、
そ
の
過
程
で
潜
在
的
な
競
合
者

は
締
め
出
さ
れ
る
か
不
利
な
状
態
に
置
か
れ
る
。
ア
ボ
ッ
ト
の
専
門

職
論
は
こ
う
い
っ
た
議
論
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。「
支
配
的
業
域
」
は
、
他
の
論
者
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
縄

張
り
争
い( turf battles)

」
を
、
い
っ
そ
う
洗
練
さ
せ
た
彼
の
概

念
装
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ア
ボ
ッ
ト
の
専
門
職
シ
ス
テ
ム
論
は
、
支
配
的
業
域
の
境
界
線
を

め
ぐ
っ
て
競
合
す
る
専
門
職
集
団
を
動
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
が
、
支
配
的
業
域
を
め
ぐ
る
登
場
人
物
は
、
近
年

い
っ
そ
う
複
雑
さ
を
増
し
て
い
る
。
終
章
後
半
部
で
概
観
さ
れ
て
い

る
通
り
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
精
神
医
療
は
、「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
」
へ
と
姿
を
変
え
、
精
神
科
医
の
み
な
ら
ず
、
看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ワ
ー
カ
ー
、
臨
床
心
理
士
な
ど
、
多
職
種
が
協
働
す
る
形
で
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
設
計
、
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
加

え
て
新
自
由
主
義
の
潮
流
の
中
で
、
製
薬
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
ま

す
ま
す
高
ま
り
、
産
学
連
携
も
一
層
加
速
す
る
状
況
で
あ
る
。
複
雑

に
分
化
し
た
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

現
代
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
医
療
専
門
職
を
支
配
や
権
力
の

象
徴
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
医
療
専
門
職
は
二
面
的
な
性
質
を
有
し
て
い
る

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
療
社
会
学
者
マ
イ
ク
・
サ
ッ
ク
ス
は
指
摘
す
る
。

支
配
的
業
域
を
め
ぐ
っ
て
狡
猾
に
立
ち
回
る
利
己
主
義
的
な
性
質

と
、
公
衆
（
患
者
）
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
利
他
的
な
性
質
と
い
う

二
面
性
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
後
半
以
降
、
新
た
な
医
療
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
精
神
医
療
の
脱
施
設
化
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の

か
。
本
書
の
よ
う
な
堅
実
か
つ
洗
練
さ
れ
た
続
編
を
期
待
し
た
い
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
間
発
達
教
育
科
学
研
究
所
研
究
協
力
員
）


